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＜解答・採点基準＞ 

[第１問] 
① 消 費 者 余 剰 と 生 産 者 余 剰 。（ 各 2 点 ）  

 社 会 的 余 剰 。（ 1 点 ）  

② 供 給 曲 線 の シ フ ト 。（ 4 点 ）  

 取 引 量 と 価 格 。（ 各 3 点 ）  

③ 消 費 者 余 剰 と 生 産 者 余 剰 。（ 各 2 点 ）  

 税 収 と 死 重 損 失 。（ 各 3 点 ）  

 
[第２問] 
① 企 業 な ど 。（ 5 点 ）  

② ゴ ミ 処 理 業 者 、 産 廃 業 者 な ど 。（ 5 点 ）  

③ 供 給 曲 線 と 需 要 曲 線 の 図 示 。（ 各 5 点 ）  

 負 の 価 格 。（ 5 点 ）  

 
[第３問] 
① 限 界 費 用 ＝ 2 X（ 5 点 ）  

 利 潤 最 大 化 の 条 件 ： P = 2 X（ 利 潤 ＝ P X − X 2 よ り ）（ 5 点 ）  

 言 葉 に よ る 説 明 や 数 値 例 か ら の 導 出 は 5 点 の み 。  

② 上 式 よ り X = 5 0（ 5 点 ）  

③ 利 潤 の 式 よ り 、 1 0 0× 5 0 − 5 0 2 = 2 5 0 0（ 1 0 点 ）  

注：①を使わずに②③を数値例から計算した場合は②3点、③5点。 

  答えだけの場合には②2点、③3点。 

 
[第４問] 以下のケースでは、市場の失敗が発生することを簡潔に説明しなさい。 
① 外 部 性 の 存 在 に よ り 、 社 会 的 限 界 費 用 （ 便 益 ） と 私 的 限  

 界 費 用 （ 便 益 ） が 乖 離 す る こ と 。（ 5 点 ）  

 個 人 は 私 的 限 界 費 用 （ 便 益 ） を も と に 行 動 す る の で 、  

 市 場 均 衡 は 最 適 と な ら な い こ と 。（ 5 点 ）  

② 消 費 の 非 競 合 性 （ 共 同 消 費 ） の 記 述 。（ 5 点 ）  

 排 除 不 能 性 の 記 述 。（ 5 点 ）  

 上 の 性 質 よ り 過 少 供 給 や フ リ ー ラ イ ド が 起 こ る 。（ 5 点 ）  


